
１．教育研究上の目的（大学院） 

 

＜2023年度以降の入学者＞ 

 

●地域デザイン科学研究科 修士課程 

  本研究科は、人文科学及び社会科学の高度かつ体系的な専門的知識と研究遂行能力を

涵養するとともに、多様な人びとと協働しながら豊かな地域社会をデザインし、21 世紀

的課題に実践的に取り組むことができる幅広い能力を身につけた高度専門職業人(イノベ

ーション人材)を養成することを目的とする。 

 

（人間文化専攻）修士課程 

  言語や芸術など人間社会が歴史的に創り上げてきた文化、心理、身体などの人間科学

の専門的な探究と他専攻で開講されている各分野の専門科目との学際的な融合を通して、

人間の全人的なあり方をデザインし、高度で多様な専門的知識を持ち、地域との協働の

中で新しい価値を創造して諸問題の解決を先導できる高度専門職業人を養成することを

目的とする。 

 

（地域政策科学専攻）修士課程 

  歴史的に形成されてきた地域のアイデンティティと多様性を尊重しながら、地域社会

の諸課題に取り組み、自治やコミュニティのあり方を再デザインしていくために必要な

学問的知見や人びとの営みを集約し、法、行政、社会、文化等の複合的な視点に立って、

さらに、人間・文化、経済・経営に関する知見も採り入れながら、地域の諸課題を解決

に導く力を持つ市民や高度専門職業人を養成することを目的とする。 

 

（経済経営専攻）修士課程 

  広い視野に立って精深な学識を修め、経済の理論と応用との研究能力、または経営、

会計の理論と実践との研究能力を備え、さらに文化、政策、工学分野の知を融合するこ

とで、学際的な学びを深化させたイノベーション人材を養成することを目的とする。 

 

●共生システム理工学研究科 博士前期課程、博士後期課程 

  本研究科は、「共生」のシステム科学という新たな枠組みの中で、21世紀の課題解決に

向けた広範で多様な研究・教育を行い、地域に貢献できる人材と実践的な力を有する高

度専門職業人・研究者を育成することを目的とする。 

 

（共生システム理工学専攻）博士前期課程、博士後期課程 

  人・産業・環境が共生する社会を構築するために必要な課題に中長期的視点で総合的

に取り組むことができ、獲得した知見を社会の課題解決に活用できる人材と実践的な力



を有する専門職業人を育成する。 

 

（環境放射能学専攻）博士前期課程、博士後期課程 

  人工および天然放射性核種の、計測、モニタリング計画、制御、予測、評価などに中

長期的視点で総合的に取り組むことができ、環境防護、予測評価、環境修復、廃炉、中

間貯蔵、浄化などの分野に貢献するとともに、その知見を社会の課題解決に活用できる

人材と実践的な力を有する専門職業人を育成する。 

 

●食農科学研究科（食農科学専攻） 修士課程 

  本研究科は、農林水産業と食料・食品関連産業の発展に貢献する科学技術や社会シス

テムについて基盤研究と応用理論の構築を行うとともに、食農科学各分野の専門性を持

ち、同時に学際性志向も兼ね備え、地域の課題も抽出して解決する力と国際的な地域課

題にも対応できる力を持つ高度専門職業人・研究者を養成することを目的とする。 

 

●教職実践研究科（教職高度化専攻） 専門職学位課程 

  本研究科は、地方が抱える多様な教育課題に対して各自の実践研究テーマにおける理

論と実践の往還をとおし、確かな課題意識と豊かな想像力と着実な実践力をもって、地

域課題及び教育課題に果敢に挑む「イノベーション人材」としての「ミドル・リーダー」

「次のミドル・リーダー」「次世代のミドル・リーダー」を養成することを目的とする。 

 

 

＜2022年度以前の入学者＞ 

 

●人間発達文化研究科 修士課程、専門職学位課程 

  本研究科は、地域の様々な課題に対応するために、広い視野と高度な文化的知識・技

術を身につけさせ、人材育成を通して次世代を創出できる高度専門職業人を養成するこ

とを目的とする。 

 

（教職実践専攻）専門職学位課程 

理想とする教師像と自らの役割を常に問い直し、教育課程や学校運営のマネジメント

経験を積みながら教員力を向上させる教員のミドルリーダーを養成する。 

 

（地域文化創造専攻）修士課程 

  諸文化を構成する専門的学問分野における研究・実践力を形成するとともに、地域支 

 援に必要なコーディネート力及び人材育成力をあわせもつ高度専門職業人を養成する。 

 

（学校臨床心理専攻）修士課程 

  臨床心理学及び学校福祉の臨床的な実践研究に基づき、様々な課題を抱える子ども・ 



 青年やその家族に対応する効果的な指導・援助・支援を行う高度専門職業人を養成する。 

 

●地域政策科学研究科 修士課程 

  本研究科は、学際的かつ政策科学的な教育課程を通じて、地域社会が提起する諸課題

に対応できる理論と応用の研究能力を高めつつ、地域社会の各分野で中核的役割を担う

高度な専門性を備えた人材を養成することを目的とする。 

 

●経済学研究科 修士課程 

  本研究科は、広い視野に立って精深な学識を修め、専攻分野における理論と応用との

研究能力を高めつつ、高度の専門的知識及び能力を養うことを目的とする。 

 

（経済学専攻）修士課程 

  広い視野に立って精深な学識を修め、経済の理論と応用との研究能力を備えた、高度

の専門的知識及び能力を持つ人材を養成する。 

 

（経営学専攻）修士課程 

  広い視野に立って精深な学識を修め、経営、会計の理論と実践との研究能力を備えた、

高度の専門的知識及び能力を持つ人材を養成する。 

 

●共生システム理工学研究科 博士前期課程、博士後期課程 

  研究科は、「共生」のシステム科学という新たな枠組みの中で、21世紀の課題解決に向

けた広範で多様な研究・教育を行い、地域に貢献できる人材と実践的な力を有する高度

専門職業人・研究者を育成することを目的とする。 

 

（共生システム理工学専攻）博士前期課程、博士後期課程 

 人・産業・環境が共生する社会を構築するために必要な課題に中長期的視点で総合的

に取り組むことができ、獲得した知見を社会の課題解決に活用できる人材と実践的な力

を有する専門職業人を育成する。 

 

（環境放射能学専攻）博士前期課程、博士後期課程 

 人工および天然放射性核種の、計測、モニタリング計画、制御、予測、評価などに中

長期的視点で総合的に取り組むことができ、環境防護、予測評価、環境修復、廃炉、中

間貯蔵、浄化などの分野に貢献するとともに、その知見を社会の課題解決に活用できる

人材と実践的な力を有する専門職業人を育成する。 

 


